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参考：【エネルギー消費性能計算プログラム】 

入力要領について【ＬＷＺ－１３０シリーズ】 

１．目的                               

題記「エネルギー消費性能計算プログラム」における「換気」、並びに「熱交換」の項目の入力につ

いて、入力要領を示すものである。（文書発行日時点での URL: http://house.app.lowenergy.jp/） 

尚、本プログラムは国立研究開発法人建築研究所において予告無くアップデートされるため、以下の

資料に記載されている内容は、文書発行日時点での最新状態（「エネルギー消費性能計算プログラム（住

宅版）Ｖｅｒ３．８．０」（2025.04））に基づくものとする。 

 

２．適用                               

ダクト式第一種熱交換換気システム ＬＷＺ－１３０シリーズ 

 

３．入力要領                             

①「使用許諾条件に同意する」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

http://house.app.lowenergy.jp/
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３－１．換気タブへの入力                             

①「換気」のタブを選択します。 

②換気設備の方式は、「ダクト式第一種換気設備」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③比消費電力の入力は「入力する」を選択します。 

④下のグラフ、または表から「比消費電力」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●静圧と風量が一致しない場合は、近

似の比消費電力の悪い値を入力し

てください。 

●代表抵抗曲線を超える設計を行なっ

た場合は、③で入力しないを選択し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

④ 

② 

① 
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風量－静圧－比消費電力の関係表 

風量（ｍ3/ｈ） 静圧（Ｐａ） 
比消費電力（Ｗ/ｍ3/ｈ） 

ＬＷＺ－１３０Ｊ ＬＷＺ－１３０ＪＥ 

５０＝風量 静圧≦４０ ０.２９ ０.２７ 

５０＜風量≦８０ ４０＜静圧≦５０ ０.２１ ０.２４ 

８０＜風量≦１００ ５０＜静圧≦６０ ０.２２ ０.２４ 

１００＜風量≦１２０ ６０＜静圧≦７０ ０.２５ ０.２４ 

１２０＜風量≦１４０ ７０＜静圧≦８０ ０.２８ ０.２５ 

１４０＜風量≦１６０ ８０＜静圧≦９０ ０.３３ ０.２７ 

１６０＜風量≦１８０ ９０＜静圧≦１００ ０.３８ ０.２８ 

 

 

 

●風量、静圧両条件を満たす比消費電力を選択してください。 

 

 

⑤換気回数は「０.５回/ｈ」を選択します。 

⑥第一種換気設備の有効換気量の入力は、「上記以外の場合」を選択します。 

⑦第一種換気設備の有効換気量率は、「０.９８」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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３－２．熱交換タブへの入力                            

①「熱交換」のタブを選択します。 

②熱交換換気設備は、「設置する」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③温度交換効率は、下表から選択して入力します。 

④温度交換効率の補正係数の入力は、「入力する」を選択します。 

⑤給気と排気の比率による温度交換効率の補正係数は、「１」を入力します。 

⑥排気過多時における住宅外皮経由の漏気による温度交換効率の補正係数は、「１」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温度交換効率表 

設定風量（ｍ3/ｈ） １８０≧風量＞１５０ １５０≧風量＞１００ １００≧風量 

ＬＷＺ－１３０Ｊ ８９％ ９０％ ９３％ 

ＬＷＺ－１３０ＪＥ ７１％ ７３％ ７８％ 

 

① 

② 

④ 
⑤ 

⑥ 

③ 

⑦ 
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３－３．ＬＷＺ－１３０ＪＥの場合                         

①３－２項⑦の温度交換効率の補正係数の算出ツールを押します。 

②下記の算出ツールが開きますので、「入力する」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
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③温度交換効率欄に、３－２項の温度交換効率表から温度交換効率を入力します。 

④第一種換気設備の場合における有効換気量率は、「０．９８」を入力します。 

⑤熱交換型換気設備の熱交換素子の形状欄は、「直交流型」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥風量欄全てに設計風量の値を入力します。 

⑦給気と排気の比率による温度交換効率の補正係数が「１」であることを確認します。 

 排気過多時における住宅外皮経由の漏気による温度交換効率の補正係数が「１」であることを確認し

ます。 

 

 

●風量欄は全て同じ数値を入力してください。 

 

 

 

●上図は、ＬＷＺ－１３０ＪＥで、設定風量１８０ｍ3/ｈの場合です。 

 

⑧この画面を印刷して他の提出書類とともに提出してください。 

 

 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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３－４．ＬＷＺ－１３０Ｊの場合                          

 

 

●ＬＷＺ－１３０Ｊの熱交換素子は、向流－直向流複合型になります。 

 ２０２５年４月１０日時点では３－３項の温度交換効率の補正係数の算出ツールでは算出できませ

んので、以下の処理で補正係数が「１」になることを証明しています。 

 ３－３項の温度交換効率の補正係数の算出ツールが、向流－直向流複合型も算出できるようになった

場合は、そちらをご使用ください。 

 

①別添付の「温度交換効率の補正係数の算出ツール」（エクセルファイル）を開きます。 

②設計風量に適したタブを選択します。 

  設計風量＞１５０ｍ3/ｈの場合        →１５５ｍ3ｈ以上のタブ 

  １５０ｍ3/ｈ≧設計風量＞１００ｍ3/ｈの場合 →１５０～１０５ｍ3ｈのタブ 

  １００ｍ3/ｈ≧設計風量の場合        →１００ｍ3ｈ以下のタブ 

 

 
 

③風量欄（８行から１１行の水色のセル）に設計風量を記入します。 

 

 

●風量欄は全て同じ数値を入力してください。 

 

 

 

② 

③ 
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④計算過程の欄の「熱交換型換気設備の熱通過有効度」（黄色のセル２７行目）の数値を確認します。 

⑤「ηの値≒Nrtd 予備式の値 で適合」（黄色のセル３９行目）の数値が④と一致していることを確認

します。 

⑥④⑤の数値が不一致の場合は、「定格条件における風量比での伝熱単位数」（水色のセル２８行目）に

任意の数値を入力して④と⑤の数値が一致するようにします。 

 

 

●小数点以下４桁目の値を四捨五入して一致すれば良いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦計算結果欄の以下欄（１４行目と１５行目）が以下であることを確認します。 

●給気と排気の比率による温度交換効率の補正係数が「１」であることを確認します。 

●排気過多時における住宅外皮経由の漏気による温度交換効率の補正係数が「１」であることを確

認します。 

⑧この温度交換効率補正係数算出プログラムの使用したタブのシートを印刷して他の提出書類ととも

に提出します。 

⑨必要に応じてエネルギー消費性能の算定方法第三章第一節付録 A のファイルを印刷して提出します。 

 

⑥ ④ 

⑤ 

⑦ 


